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　運用については、戸畑デザイン工房
運営委員会を工学部教員、学習教育セ
ンター教員にて組織し、常駐する大学
院生学生スタッフ（４名）のもとで、
一般利用に対応した。
　後期セメスターに入ると、学生の施
設認知が進んだこともあり、開室時に
は学生の課外活動の一環での製作案件
も増加してきた。また、本年度後期に
は授業での利用も急増しており、工房
が活性化する一方、現在の運用体制で
の利用者対応（設備能力・台数・対応スタッフ数）の再検討も必要となってきた。次年度
に向けて検討課題である。また同時に展開する飯塚キャンパスの同様施設（飯塚デザイン
工房）との交流も図っていきたい。

●その他の館内施設
　学習教育センター事務室（１階西側）では、本施設に関する問い合わせ、備品の貸出対
応などを行っている。また併設する、学生スタッフスペースやGCEラウンジでは、日常
的に学生の自由な学習活動が行われており、施設運営に協力いただいている学生スタッフ

（ALSA等）による学生視点での施設活性化のためのミーティングなどが行われている。

学生スタッフに説明を受ける学生利用者（3Dプリンタ）

１階　事務室

３階　教員室

学生スタッフスペース

会議室

GCEラウンジ

着席スペース（階段前）
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2．利用学生へのアンケート・ヒアリング
　平成27年度後期セメスター中の11月から12月にかけて、本施設利用学生に対して、施設
に関するアンケート・ヒアリングを実施した。一部学生の声を紹介する。
　本施設を利用について、
　・自習のときみんなと相談し合いながらできる点が良い
　・�Thanks for providing this opportunity to student. Please continue this possibility. 

It’s good for seminar and meeting, selfstudying.
　・I don’t have any Request to the facility. This place is very comfortable for study.
　・プロジェクターの数が多くて良い
　など、肯定的な声が多かった。また、要望としては、
　・土日の開放（施設が使える時間の延長）
　・PC等の備品貸出しの充実、印刷･コピー機・自販機の設置
　・空調設備の調整（暑い・寒い）
　・留学生との相互学習を仲介してほしい
　・海外の人と話す議論するプログラムをもっと増やしてここで実施してほしい
などの声があった。今後の運用の参考にしたい。
この施設を活用して実施してみたいことについては、
　・勉強会、留学生との交流
　・授業でやっているようにホワイトボードで議論したい（学生同士）
などあり、学生が自習だけでなく「学習コミュニティ」の形成を志向している学生が多く
存在することも確認できた。そういった学生の要望、潜在的ニーズに応えるような企画実
施と施設運用を今後模索していきたい。
　また一部に、「ここで勉強しても良いのですか？」といった声が出ることなどから、学
生への施設活用・方法等の周知を一層図っていくことが課題として確認できた。

3．今後の展開と課題
　ラーニングコンプレックス構想の中
での、本学における新たなアクティ
ブ・ラーニング推進拠点として本年
度運用を開始した未来型インタラク
ティブ教育棟は、正課授業や学生団体
の活用等を通して学生の施設認知は進
んできたように思われる。一方で、特
に１，２年生などを中心に従来空き教
室や図書館を利用していたような（場
合によっては学外のスペースに出て
いたような）、積極的な学習を展開す
る意志をもった学生たちに、一層本施設の活用を訴求していきたい。また、上級学年の学
生に対しても、より高度な利用（プレゼンテーション機会での施設活用や研究会等での活
用）について、その支援も含め周知を図っていきたい。昨年度の戸畑ミライズの整備や、

学生スタッフ（ALSA）の企画会議の様子
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戸畑図書館ラーニングコモンズ整備と学生利用によって、本学には学生・教職員ともにこ
のような学習空間を活用する「まなび」を受け入れる素地は既に一定形成されていると考
えられる。
　また、教職員に対する施設活用方の案内・周知についても、工学部をはじめ他部局との
連携の中で同様に強化していく。本年度も学外に開かれた公開企画・学術イベント等の開
催実績もあり、また論文検討会など、授業の一部分を本施設を活用する形で実施した事例
も見られ、実施後の施設評価は大変良好であった。
　以上、運用１年間の知見を踏まえ、今後も施設活用の参考事例等について一層情報発信
して参りたい。


